
     「モリアオガエルは広町在来種」の可能性高まる！ 

活動仲間が新証言、６年前に卵が山沿い水路上に 
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 田んぼに水を引く御所谷・山裾沿い水路を復元しようとして

いた０５年夏ごろ、作業に加わっていた稲垣誠次さん（鎌倉広

町の森市民協議会理事、畑の会会員）が、水路の上に張り出し

ていた木の枝に、白い泡状の卵塊２つを見た。 

通称カエル池の１５０メートルほど下流で、やや三角形に近

い球形だった。それがモリアオガエルの卵であることを、稲垣

さんはもちろん知っていた。 

 水路の幅は３０センチほど。孵化したオタマジャクシが正確

に水路に落ちるかどうか、稲垣さんは心配で、岸の斜面を途中

まで降り、卵の位置を確かめた。卵が２つとも、水路の真上に

あるのを見て、「母ガエルは賢いんだ。ちゃんと調べて、産卵し

ている」と、感心した。 

 その付近に当時、前年秋の台風で倒れたコナラの巨木が、水

路に覆いかぶさっていた。チェーンソーで切断し、脇に移動さ

せた。輪切りにした直径約５０センチの幹が、６年後のいまも、

その場所に横たわっている。モリアオガエルの卵に関する稲垣さんの記憶は、まちがいない。 

 

   ２年続き、田んぼ上の枝に産卵 

 モリアオガエルはおととし（０９年）、去年（１０年）と、田

植えをしたあとの６月下旬に、レンゲ田んぼの上に張り出した

クワの枝に産卵した。去年、ある研究者が調べもせずに「外来

種である。駆除を」と市に言い、市公園海浜課は検証もせずに

外来種と信じこみ、自然観察の会に駆除の意向を伝えた。 

 これを機に、レンゲ田んぼのモリアオガエルのルーツ探しが

続いている。稲垣さんの証言は、それに一石を投じるものだ。 

 

    研究者は知らぬが、８０年代までは多数の目撃例 

 広町緑地の谷戸では、１９７０年代初めまで、田んぼでコメ作りをしていた。御所谷では、いまの浄

化池のさらに上流まで、田んぼがあった。その田んぼを耕していた古老たちに聞くと、田んぼの行き帰
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りに御所川沿いで、樹上の白い卵塊をよく見たという。 

 田んぼは７０年代から次々に耕作放棄されたが、一部に田んぼが残っていた８４～８６年、田んぼの

会会員の中村伊南沙さん一家が、御所川沿いを散歩していて、メタセコイヤが茂っているあたりで、卵

塊を何度か見た。また、８９年ごろ、カエルを捕えて自宅で篭に入れて飼った。板切れを浮かべた水を

篭の中に入れておいたら、板の上に産卵した。卵は孵化しなかった。カエルは捕えた場所に放した。 

 鎌倉地域では、１９６０年ごろに広町から遠く離れた今泉で、複数の卵塊が確認された。その後、９

３年に極楽寺の池で卵塊と親ガエルが確認されたが、これは国内他地域からの移入種である可能性が高

い、と見なされている。 

 そして、研究者の間では「鎌倉にモリアオガエルの在来種は絶えた」という見方が、広がっていた。

広町における７０～８０年代の生息例を、研究者たちは調べていないのだ。 

 

        ９０年代の卵塊目撃者やーい！ 

 広町でのモリアオガエル目撃例は、９０年代以降、いまのところ途絶えている。約１５年の空白のあ

と、稲垣さんと同じ０５年６月、ほぼ同じ場所で、田んぼ、自然観察の会の野村紀子さんが、卵塊を目

撃している。これを産んだモリアオガエルのルーツは？ 

極楽寺で目撃された種が、広町まで移動した可能性がなくもないが、８０年代に広町に生息していた

在来種が、人目につかずに繁殖していた可能性は、小さくない。 

９０年代以降の広町は、鎌倉広町の森市民協議会の保全活動が始まる０４年まで、御所川沿いなど限

られた区域が、市民の散歩の対象になった程度で、いわば見捨てられた存在で、市民が入りこまないエ

リアが多かった。 

稲垣、野村さん卵塊を見た山裾沿い水路は、かつて稲作農家が補助水路として掘削・利用したあと、

７０年代後半以後は放棄されていた。田んぼの会が０５年春から、田んぼ復元をめざし、埋もれかかっ

ていた水路を復元したときは、両岸に背より高く草が茂り、まず草刈りから手を着けた状態だった。 

モリアオガエルがこの水路沿いで繁殖を続けて、それが人の目に触れなかったとしても不思議はない。 

 

 昨年の「モリアオガエル駆除騒動」を機に、自然観察の会の丸茂斉さんと私・豊田が聞き取り調査を

した結果、上記のような「広町モリアオガエル生息史」が明らかになった。 

 灯台もと暗し。身近にいる活動仲間の稲垣さんの目撃経験に、これまで気づかなかったのは、手抜か

りだったが、野村さんの目撃と並んで、モリアオガエルが広町在来種である可能性が、さらに高まった。

目撃者捜しを今後も続けたい。９０年代の目撃証言が得られれば、在来種であることがほぼ裏付けられ

るだろう。 

 それにしても、１年前、軽薄な研究者と市の口車に乗せられ、田んぼ上のモリアオガエルを殺さなく

て、ほんとうによかった。 

 

 


